
Title 独占資本主義段階における労働組合運動と労使関係, 社会主義運動と労働者政党(その2)
Sub Title The trade union movement, industrial relations, socialist movement and labour party in the stage of

monopoly capitalism (2)
Author 飯田, 鼎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1973

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.66, No.4 (1973. 4) ,p.185(1)- 205(21) 
JaLC DOI 10.14991/001.19730401-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19730401-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


iUlWVWftil

觀占料-段階にぉける 

と:労使関係, 社会主義運動と労働者政党，
Sパ::;；y b ，こ: ‘えこ:‘::： .■': . : ■■- ：, - ■-… 、' 、ハ.:;： . ..，■, ■：:‘：.マン::ん

( そ の 2 )  . .

( 1 ) 1890年から! 920年までのイギリ;V|H勘運f jの:諸-特取

( 2 )  •■ま業上の大不安J と組合海をIIの変貌

.)，ほ:F . 「遂襄& 大不: :ぢ 歴 - - . ジ'レ'ニ：
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1890ゴr:からはじまり，1914〜18年の第1次世界大戦をへて，戦後恐慌に;至る3Q浑間.ほ,:5全世界'. 

.的な我横おゾ、>̂ ,がH i 運動に,:大きな質的な転換がおとずれ;た時期に相当する。.ぶず巨視的 

19''世紀め'、60年代ま-ボの‘労'働'運勤ぱダ'労働者の購級的成熟;:運動の先進性,..広抓な組織,:::戦敵 

優越性などビよ,•：>で国際的/ii労働運動だ;，ぎめて重要 .な地位をしめていた。: じかし,'::18§0:年以後,:‘ 

わゆる;ボ社会義め復活r  ☆契 機 て ,:ィ ギリズの数働組合運動はそめ組織り面で力熟ぽ労働:

,者あ斑咨;おおしt：；◎グぜきぶ 4 ざオV となちんホ, 不熟練労働者め■̂般労働組合およ:び産業別組合 

が盤存旧，をi■おめ斑識,<"#策およ:び労使関係の面で, きわめて多 1̂1な開係が生まれる{!^至がだふそぐ 

でまず,:;,1890年代から1さ20';年ま:セめィギリダ労働運励の諾特徴を,：国際的.な比較檢討のぼ:膝 

らかにしズ卞-と;思う:..。こ.:：广J.:?ね ン , ；：:,：- .ご ） ■.：,;；. :.ン -に.-•- •：■■マ:，ご::jy'i 

ni890:年から第iL次大戦ま;での約:25年間は>:1S73年恐慌に;ほ];̂まるわゆる 19̂ 111：紀末恐慌黎終 

媳 1>て,：ョぁe:ダ-^資本主義は,：:-̂ 応の安定をとりもどしたおにみ» が* それ.はよ1?:け層深化し 

た.独1 ^ヒ倾向と,0'̂ 1れに対応す:る世界:西分割り危險り増大によ-り, 帝国主翁 

態を21；おねてその矛盾.を解決す.る準備期と,して位置づけあれる'レこの時期における:労働運動および爱 

使 関 係 の 諸 特 徴 と ，われわれは,.つぎのよ.，:うな間題を指摘するとができるのではながろうか。 

まず国際的な视; からみれば，

:::(li 朱 め へ め 移 に と い ,:S 占 資 本 国 家 立 抗 争 が 寧 か U ,を取 

国主義, t o #生義の.風潮が; まることによって,'労働者階級の間にも次第に愛国生義的磁情.

— 1 (j?ぶ5)
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独占資本主義段階における労働組合運動と労使関係，社会主義連動と労働者政觉 

が浸透しはじめ，国際的連帯の精神的基盤が，次第に摘りくずされつつあったこ4と)。

《2》 独占的大企業内部における労使協議制の制度化が , あたかもとの時期におこなわれ，熟練 

労働者は，全体として，次第に企業帰属意識を強めていったこと。

( 3 ) 以上のような現象を反映して , 各■の社会民主主義政党の間には，次第に国民 i s 雜的ニ右 

廣的な傾向が顕著となり , 第 2 インターナ’シンナルの政策にも，微妙な反映をもたらしたこ 

と， . ，である。

そして，H 内的には，イギリスを例にとれば，

( 1 ) 1 8 9 9年〜 1 9 0 2年におけるボア軟争の帝® 義的冒險によって， 政治状況においては， い' 
ちじるしい反動化傾向があらわれたこと（その指標として，タッフ. ヴュール事件とオスボーンの 

判決をみよ）。

《2 ) イギリス労働党の成立による労働者階級の一*層の前進。

‘ ( 3 ) 運輸，鉄道および炭坑労働者を中心とする，いわゆる「三角同 -盟J ('Tripple Alliance，）の結 

成と -^般組合の形成，および職能別組合から産業別組合への発展化傾向。

( 4 ) ギルド社会主義の勃興とそのイギリス労働運動への影響。

(5) 「産業上の大不安_] ('Industrial Great U n r e st ')の嵐のような爆発と，第 1 次大他の勃-発によ 

る急速な衰微，である。

およそ，以上のような国際的 • 国内的諸耍囚め複雑な絡み仓いのなかで，イギリス労働者階級の 

運動は，独占资本主義段階における組織形態の変化と労使関係の変貌を焦点として,いちじるしい 

転機を迎えたということができる。その点を，まず組織状況の分析によって明らかにしよう。

1 8 80年代にはじまる新組合運動は， 労働者階級の世界を® 憾し， 不熟練労働者の組織率をいち
(2 )

じるしくたがめたとはいえ , , イギリス全体の総組合員数は，1 5 0万人にすぎなかった。鉱 山 ，採石 

業，金属機械産業および船舶業などをはじめとして，繊維産業 , 建築樂などの f云統的な産業におけ 

る労働組合とならんで，港 德 ，運輸業および衣服産業などにも労働組合が組織するようI'こなり，ホ 

典的なクラプト，ユニオンとならんで，一般労働組合の存在が注13を浴びることになった。

機 械 * 金厲加工業およぴ船舶建造業の部門は，り合 同 機 械 工 組 合 (Amalgamated Society of.Enか 

neers,，iS 5 1 年創設) ， 2 ) 蒸気機関製造エ組合（United Society o f . Boilerrrtakers,:1832,年創設) ， 3 ) イン 

グラン’ド. アイルラソ ドおよ'びク：t 一 ルズ斜i 鉄工灰爱組合（Friendly..Society of Ironfoundors of England* 
Ireland and Wales 1809-年創立)， 4 ) 船 大 迪 合 組 合 (Associated Society of Shipwright, 1882 ,

また鉄鋼業においては，英国數練労働者組合 .(British' Steel，'，Smelters’ Association, 1866 '年伽設）.と鉄鋼

法（1 〉 ，これについては，お波講座 !■世界照:IIJ 2 3 ,近代1 0 ,制 21主義ゆ代，とくに，ネ:谷勤「雄 1.第次III:界大戦前の旧欧 

対立J ，を参照.
(2 ) S. and B, Webb, History of Trade Unimtsm, 1920, Chap» 8 .を 参 照 ,

^ . 2 (J80) —
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独:iT資本主義段階における労働組合速動と労使関係:社全主義運動と労働者政党 

助者;lilHt 組合(Associated Society of Iron and Steel Workers. IS62:年創設.)，が競争的に存在していた。

また建築労働者および家具エの組織は， I48, 000人の組合員を擁する120の独立した組織にわか 

.れ，それらは, 4 つの中央集権的な職業共済組合，すなわち, 1 ) 石工職人共済組合（Friendly 

■Society of Operative Stonemasons* 1832 年剑立）,' 2 ) スコットランド連合石工組‘合 (United Operative 

.Mason's Association of Scotland. 1831年創設)，3 ) 合同大工および指物師組合(Amalgamated Society of 

*€arpenters and Joiners, 1860 , お,よび 4 ) ィシグラン.ド大工およ'び指物師一般組合：（General Union

•of Carpenters and Joiners. i827 年創設）.か並存していた。

また炭坑夫および石切エ組合は， 6 5の 「州組合ないし地方組合丄(county or district union) に組 

.織されるという特徴をもち/ その組合貫347, 000人の3 分の2 は，大英■炭 坑 去 速 (Miners Fede

ration of Great Britain. ISSS年創設）に紹策し，そりうち, ョークシプ炭坑夫連盟（Yorkshire Miners, 

Association,1855句缴設，55. 000人）は，I，央集権的であり， ランガシア炭坑夫組合速合（Lancashire 

M̂iners' Federation. 1881.年，43, OOO人）は速立の団体であった。

一■方，綿業労働者の組織は，北部州合问織工組仓 (Northern Counties* Amalgamated Association of 
'W eavers,1さ84 年創么組合員71 ,000人）と打綿まエ組合（Amalggmatcjd Asssciation of Card and Blowing 
Room Opemtives, IS86年創立，組合員も, 600人）を含む統一繊維ま業工場労働者組合連合（Uhited 
Textile Factory Workers' Association.'I886.年創立) . とが対立していた。. ま.た製靴業においては，•''機械.. 
製靴業に君臨する全国製靴エ述合組仓(National Union of Boot and Shoe Operatives. 1874年創☆, 4, 300 
人）と；手工業を生とする合同全国製靴組合：(Amalgamated Association of Boots and Shoemakers. 
I862年創立，も7OQ人）力♦、対立していた。 また印刷業においては，その組織範囲をギンドンに限定し 

ていたロンドン植字エ組合（Loftdon Society of Compositors.184ね年創立，9, 800人）,’アイルランドおよ 

‘び口:ント*ンを除く. 4 つの地方組合の印刷工速合組合，(Typographical Association, 1849年創設，11,500 
人），スコッ. トランド印刷工組合.(Scottish .Typographical Association, 1852年創設, . 3,000人）などが存在 

Iしていすこ。

以上のように, 1 890 年代*?5.労働組合運勘の趨勢をみるに,依然として伝的な職能別組合が圧 

'倒的優越性を誇っているかにみえる, しかしそのような表面上の静糖に反して，この時期以後, 

1920ポに至る間，労働運動ははげし、変i¥iの時彻に入るのである。1892年から1910年までの時期

，において, 組合員数の増加は100方人であり， その増加率は6 6ン，一セント, 全体として250万人
, (5) - ■ '

め組合貴を数えるに至った，だがこの増加は，1906年の労働争議法，1909年の職業委員会法，1如

>±(3) Webb, ibid., p. 433. ‘
(4 ) MFGBの機構および性格は，その與約を検討することによゥて明らかにされるであろう*その拱 文に知'、、 

ズ， ぎのようにのべられている， r組合員1,000人につき， もしくはその端鼓につき1 ポソドの入会金を:仏うこと 

によって入ることが許される述盟(federations)や地方組合(district union)力、ら成っているj (R. Pago Arnot, m  
M inerst Years o f SintgijU, A  H istory o f the M iners' federation o f Gt m I B rita in , frdtn  I d  19 inward, p, 87)

, * とのべられているよ5 に，地プiifタ合のゆるやかな迪合体でもったととでもる， ’ ‘
 3  C187') ' — ~
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独 資 本 •ま義段隋おけあ労働想命運勘t 労侠関係K;:社会主義運動と労働者政觉

あ ?̂̂媒瑪轉聯％'.1^^每 《?勝赛委鳥会法" 揮思保険法> igは年の労働組#法などめ謙お 
' ( 6)

後め濱得fcg轉举}f S われな^ # 糊 稱 跳 な ゆ # ぱぬ:らなね。％ひ:i i: : ,； ■：： ；• :::lw:.ソ:-i: ：.-V ；K-

，る!らJ[̂ 邊程;部 も 阜 な h を魂泰ゆc ま, # 第f iすをタ:ラ？. り'r；;おH ポ^なかであ中核的な她 

填ぢ-!̂ を '^みま與港き辩妈令知いわゆを冬えス ト̂ ュ .チ诛ン; ^ ゆなヵト. おとはいえ, >̂1れゆ近似的{
，爱^|運動金体{ ? ^ »る地位ゆ相対的低下ヵある^̂  m ^ i a ：

■ # i ：e 越 湾 料 び # ※ 労働者 i :自治体労働者など，のiigに,;3ね ‘般缴 i w  
合が結成され，い ち じ る し い 発 展 を み せ る こ お ::従 来 ゆ や .ラなi iv原則d 陶も由ポ :か労働、 

寧^ 熟 ^た Jね;f ホ有力M !；荆き . f e お!?̂ ま場 : 耗每おである^ そ ,レ' ]̂第 日 ぼ :産 業 別 組 を 織 烈  

ケ動き .̂ ^よ1も1 ^ 淨賴^ # 執よぱ廣坊律働者がぽにおけるがおゆる「三角同盟: よA iifcy。す:
制 v E d w ^ a rd !時代^ おれる.を:欢 1 9 p 0 :银代初廣から第: 1 次世界夾騰族' 

モ傳.-:ま料# ^ ^ ^ ：1ち1：̂を̂ >3^嫩 ^；̂>^&反1し0 い: 実質賃金め《 率ぱ紘く: \ ぞホの結勝ゎゼ、 

て，. 1 9 1 2 年〜1 3 年には，ストライキ ゆ襄 おま ;りVみ段⑩年ぷ旧ぬは,.:缴初の全面的が鉄猶

や は め 盒 周 的 な 鉄 邀 糊 ト も  

^ M vM えイ；；̂,中1̂ 繁̂働煮ゆ間か:も得觸強化<^要請がお料ま A 速盟i御ゆiition)遂合罔⑩tiM挪お /

.だ ':：> , ( A  COO j ?  M-,>JK ,* i ; V i"  i；3 a i  .n；)'/i.]；i ioqO  mo.；)H 

r ® o  もパ熟道拿睡も德輪襄を料ポい險同がおゆ馈縱じめを〉、か大産業别組# じせが'
奪® 葬她きW 孝通服べ糊^嫩 1 ':3^巧哪略 W o r k ぐ n E e d e m t j Q M レ.、N 1 W 搬:と略綱^:#結成さ觸 

ををl i 敏壤塵薄お5  な想合 ;々 余同.]ん,:金国鉄道秘業貴組'合 1̂  ^ l ^ t r o n a l r - U h i b A ^ ^ l i O i i w ^ m ^ n ^
と略— iiを精® 象る; 滴 れ ま / W 英国廣坑労働者速盟V t M もe i i ル お 硫 ！ 

B r i t § m - |  .でくM I X 3 P せ 8 ^ 0 構 ,:：1抑を字ゆ:S 時間缴糊)海および: 1 9 は /^}^め地域别廣おま最征貧齋| ^ ；! ) ^  
象を稱害檢暴も力め / ; る。 ゆ)し は * あどが同時め; 運輸；滅道おポび炭^  
考p p ：̂ 液幕 ! ^ ス ポ ま る f 症 セ J ? ^ a；] y ホ ifが戦鬪的翁運ぱm ⑤ ま そ の 度 に 職 を 、 

失い，失業および争譲手当による支出増のため，蓝金の個渴がおこり，闘争力が弱められをf e i i r とJ  

を ネ ★糖 f e S か問風: な‘  Q ぶ、う.な狀购ヵ— め執狗部t殺 

要® 速# 我i T O S m 森剥生お賺おをめ能於 , m i l 年,おJ5が 1 2 '年:t a 縱 鶴 純 i l 纖 I P  

禅愈ilfA lT'a脚 /傳械i % i ^ j 、她撒 t t神が伽•ゆ成，ス:ご: ; 期 Cと:條称〉J は;い港湾労働著策、よ'ねト廣扼英; ¥ 贺 * 

豫 ?Jをを: b が ; ^ 行'3 よよ让な)4 おi i i i l ' P 仰 - はそe ス九み欢ヴ城 {&!お .あ識お 

秀f t { ^ 條と L t e 缴擴班奔ゅ疯i T ® f / 織 厥 で あ ty n r摩 ,、，ユ姆婢の^でU G ホ為 k お̂ 

働組合問の結束(tra d e  u n io n  c o n so lid a t io i^ ,の決議は無効に終り，翌 1 9 1 3 年の金国缴働悪組) ^ ( i ^ i ⑥れ1

>— ■,j--.v̂ iA Q-»1>；̂J j i j  ( Q-? ■ .iX-f-i'-u..-；. .Cr.!)i(iiL t̂ohi îhj t'i ：f：;：-)i'：iv：ii；-i'i)M;；v'~ '''■ 二 r：:'入:'r 【.X  ニ'；'
(详 <1) :rA购#,翻 m, く 1?., fl73/. ,a ■ i/j'Vi') \(j itoVumWA V.TiuW:おiV,

(6 )  Webb, ibid,, p, 4 7 5 . ふ ね .:i  ニ:^ぃ<.も:‘ ';め iK'
. ニ，’ 4 US8) c

.ルバニ;
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4 ト ね ね ‘ド照观弗巧 ' しW現ゆ ft®香 *れ ゐ ぁ とボみか 

^ F r a n k ^ )  o i ^ 零！! ね i下: , f 1^S i i f m m m m ，: ょ:り辨接な協力湖保め

；• # 状 嘯 )f:ぼ ' : ^ ゎ t e n d a ; 'け V 
；：；.；̂V ：.：̂i - ^^：；v T o ；L  ，' く、; ■ ' ；£ (.:l :-を ，-：?;に' K :、i ，u  > :',:ま :ユ1::じド;をi あ :、ぐ：U = o  ニ；

でも: , - : : ，れ ] - B A  , > '：：：■0-.；. ' . . . .パ..：-...、.：：.'( :% ) , > v ^ ^ r ：;.-̂ ' ふ ： ，n ‘
；>：J  ぶ 邊 ☆ : お .ほシ、む 、，#  ベ’ ；. ：v . : 、、 ■ ■：■• : '  ■  ̂ : . ; . ' . 。，ごW : T o . じ;:レンな  0  セ ん ; ^ : け は

unr<# i： i .も明らヵザ

はなぃ。それはつぎのJ：ぅタ》 キき；0 r^?^れ お 跋 海 |>ゎ,まず第~^役ど澳 !̂;细 ；̂̂  H ：m M l  

l i f M H W ま:ま デ ま き お ポ を を 终 わ 縫 辨 解 纖 賊 稱 ゆ ほ 煎 進 な 沫 曾 有 ， 摸 

|だ？'：|!'1:^:^#1%^^おのを。 5ぱ:あなホ曾ま明» ^ 5 ^ % 礎热ら-それゆ何故ね

(5^を Jぞ f  -き ! 舉 曼 辦 リ 7 ホ す :^デ _ 1 ^ も偉ダホ ;;レ:ぉ (サ :ぱ も や J -靜 カ 缴 響  

M i ょ\ P i ^ 鞭 泰 を 'ハ m m  ( ，ゆ ' 棒， # 連動り l i 颠 、; ま r e i i タゅ時期は ,
どのような地位をしめるものであろう力、。 ■

ふ盤fi條 I合週働に，おける糊流め鼓化は i ' に̂̂̂̂^̂ ろてきた。 1 9 0 1  'グン一ル
、-へ,.ジィさ八‘ レス.，:，::I MWiiA iJ --̂  レ :、' , :レぃ'M  リバべ, - . ; [ '..ン 0  パ、、"•、广: ;ゾ:;レ:-'いこ i:シぽ:む!‘ ,'：.'；. VI S :A , -oV-'v；：v*：\ ；' 'v\

艘yiV;滿されお:t:デリを敎働想合ゆ,，.1906 1̂*の労働觉の前進と労働#^議法の制 

楚fc?ボ4H??ぉ料地 ® 银 t：te威 1909#1-：0 A ★め、ro決にi ゥてI?び ま を ^ ^ した。 *
ŝ . J .'：ĉ ：A {S-i-Ml'：-'i'<il' o：：l,̂<：：m y ^  ,:!.;な A::'3 ふ:,C  レズ. .’.，ドこ.….:.--二 二.

；̂加らの赠^おリ̂ ^^れも鉄道業の労働者す：m わけ合同鉄道従業寶組合だ加k；ちH ホ や あ る こ

t - t i f ⑥お ;;疾ガ;:おパ'-レビ. ,こ’ プ'に / : い' : 'j : ‘ン ' ^-•■ 旧 •- " -  パぐ;パ ホり

ら入パ; ' , ’ . ;厂;̂ :.:.‘ムこパ- . . •  ■ ■ ; , - ■ • ■ :，：.. ' " . . . ..， 'ぃ‘ ■-'、..':、，、、ごぐ:.、-メ.ト

1>蛛道鶴！! 鳥傲さ摩わめ多趣多様の職截にわかれてぃ .る レ 毕 鼠 :信 # 手^ド職関手. : 火失 / ' 転織手,、

M , i ^ k らぱ

-5̂ (3,ぃ，:签 1̂ィとと:|>1職階'や労働条作Jb差舆'ぽお;あ'ぐ ， •求;̂ r t 计ホ:ほ木tt'じ‘セ’ぢ、り，;:::̂ ：̂̂̂̂  ̂
ィヒはま:常 {̂?̂.取くれ>:.;，「熱道従業，鼻び明>も - 労働糾をタ :く''.る，なと,は,；:;軍人や警ぎ宵の間ifeiそれをつ

S M E i體綴;® ^■お 赞 る I P C 1 P # 賊S：?:ピきもック
ねギ，ダV：t^スi ( I iW d a ^ ie k  i S v m -を春記' ^ じゼ;ヌは; 11：め;そ错成さがだめガね̂ら/ 組核傲か# たった' .
!rじ 1 \) i'̂：'M'U：'̂ .n.a.a.A ,:,V J；V,l <;-；Vi；V：: ： ̂ V̂ 0̂̂ ：̂；；：'>;' lVh；!.：s i：u：'̂i i -i '.:!し::，:、 ‘.:N:‘l;^KH;: k

18^2 ：fpで链も法 !^科食鼻熟陈さ；; 1̂人|^;ボ：̂̂̂あ々潮おれわれ：̂いを。ヴ.‘:を.もてそのH的はr ;長い肌

ま 顿 : .
当め供板-;、3|ね故胁止)^い 1 事故にた.いする# 微'ぉょ'ぴ労働時間め減少をヵ、*^ {̂^ち5 :とポ；̂|̂ を的な
—  --------'—— -~— —— ：-----------------------------------------マ。'.'.じ，.U :  ,、Xし:レ:：ュ .：̂iHv：;i , ：̂M ；；：：：.：；：：■：'： "̂

5$ (7 ) AVebb, H utory, p. 523.. ：' ；■：：•■ (m ,: :-n ：̂f)
’ — r- 5 i (l80 ,■— — . /■

■ ' " ■ . ■ ■ .
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独占資本主義段陪における労働組合運動と労使関係，社会主義運動と労働者政党

企てに限られ, 合同鉄道従業員組合による大規模なストライキは，労働時間の短縮が生要なHI標で. 

あった。1890年，スコ 'ダトランドにおいて， 12時間にも及ぶ労働時間をめぐ。て， 長期のストチ 

イキが行われた。たが，鉄道従業員は, 当時，争議権どころ力、，しぱしぱ団おi権をも杏定さんてお 

り, このような無権利状態は，ひとつには，鉄道労働者が，各個別鉄道資本によって完全に攀握さ 

れ，地域的に分散していること，職種が多く，職種間の利益の対立がひどく，A S R S も，これを， 

充分に把握しえなかったことによっている。労働組合の基本的機能ともいうべき団体交渉は，しぱ 

しぱー企業内の労使関係のなかに包摂され, この職種的‘地方的，企業め的なセクト主義を打破す- 

る た. めに， ここ.に全職階速動（An Grades Movement)か展開されたのである。

これは, 従来の運動力地方的であり，部分的でほとんどつねfこ特定の職隙の利益擁護を目的と 

したのに反し，との運動は，あらゆる業務のすべての職階において，同一の要求を掲げて会社に迫-. 

ったことに意義があり，それは，1)労働時間の減少による10時間勤務体制の樹立, 2) 超過労働時

間で就労する人々以外のあらゆる職陪にだいして，週 2 シリングの一率賃金ひき上げをもってその'
、 (10) 

目標としたのである。しかしこのゆるやかな耍まにたいしても，鉄道会社侧は応じなかった。そし

てこのような態® は，その後10年間も維持され, w o ?年， 全職階運Itoが新たにはじめられる段階 

においても頑固に固執され, その結果として，全国的なストライキの危险が増大する一方，商務長

法（8 ) 鉄道資本による，労働者の01結権の?*?認は，しばしぱ，労使関係-を,一企栗内に封鎮しようとする形をとったとと 

が特徴的である。たとえは’，強制的な兆済組合を'☆く て ，これに補助金をあたえたり，相互に排斥し合うような多 

, くの職階に，労働者を分けたりすろことである， るいはまた， 職階の，一*会社の従業員が，他の職種もしくは 

他の会社のストライキ-を破るのに，利;nされるとか， そのために，「思誠なJ 従業員にたいして焚励金力；jbたえられ 

たはどであった。 これにたいして， ね道従粟員組合は， その産業上の目的を達成するために， 陳情0 を組欲し，解 

照を覚悟の上で，代まを支特するという状況であゥた。このようん方法を，会社側は，正常な代15?機旧として認めた 

のであるが, 注目すべきことは， こ-の代まのなかに， 窃分の会社の従衆:員以外のホに誰も認めながったことである 

(H.A. Clegg, Alan Fox and A.P. Thompson, A  H istory o f B ritish  Trade Unions since 1889, vo l.1,1889-1910, 
Oxford, 1964, pp. 3 2 -3 3およびpp. 229-231をもみよ）。 このようないわぱ堪制的労使関係が， 1880年代まではつ 

づいていたのであるが，こうした労使15もj係を企業内に封熟し, 労働組合を解体させようとする政策は，20|il;紀に入る 

やいなや觉醒した労働御"{̂ 運̂勘の抵抗をうけ，とくにたかまっていく一般組合の運励と鹿:衆別組合!}Z義のなかで，合 

同鉄遊従缴員組合f l , 対等の民お的な労使IMj係を樹立しようとしたのでib ◊て，そのための手段として、組合のポきを 

と各教め会社による調(̂ <制他の確立が, 商務おによって扼おされた，しかし鉄道会社はこれをifi否し調停制度の最 

..''終股陪として， 「独立の仲殺;J (independent arbitration)が提案され，説承された. (Clegg, Fox and Thompson, 
ibid., pp. 425-427).
以上にみるよ'うに，rぼi梁上の大不安丄を化こおする三角同盟のうち，鉄道従家貝は，もっとも•■ホjい殺J でホり，こ 

うした弱点を觉服するための手段として，との同![!1がえらぱれたという点とそ1£51{̂ (?̂ ^る。

( 9 ) との点について，佐野稳氏が，つぎのようにのべているのは興味深い。rんS.RS‘ の地プi 分権的性格(decentraliza- 
t io n )と地方主義（localhmi)とは, 然發 1-:的に生成. 発展してきたイゼリス鉄溢第，したがマてまた組合のitiiJi抓J 
発Mの不均等性，とくにrJンドンのf f都i l iと地方とのの差界に巡礎をもってレ、た。A . S. R. S . の組織めク# »を]/ぶ1K

. するためには，机織• W 政的に斬、地力組合を，5)1力に支援する体制ニ小央後#(酌巡傑が必要<とされたのであったが， 
ホ際には, 狐だのH織的な地域的不均等が，そのような述常体制を!!nil:する条件であったのである，このこと力t, m  
合W-従役ほの問題と脚して，Aぶ‘U.S.力，S **合同全謝fl合J AmalgamaUKl society)jという形態‘をとりながらも地 

力組合の述合というポぼを当切においてとらざるをえなかった所以であるJm m  *■イギリス廣染別組合成* sc—  
鉄道労働机☆を小心としてJ 1971ザ:.ミネルヴr撒;X 41H)。 ’

(10) Webb, ibid., pp. 525-6,

6 U90 ) —— 一



独占資本主義段階における労働組合運動と労使関係, 社会主^運動と労働者政党

ロ'イド♦’ジョ一ジ，，(Lldyd Geoirge). j■こよ'っ で >:|コ央調停委員会による争謎め解决が提案された。，し 

かしこの時期，すなわち1907年頃かちの物価のいちじるしい上昇により，效道従業员のみなちず, 

一般に労働者階級の生活は苦しくなた。いわゆる「産業上の大不安」として,当時め支配階級を 

m m した労働不安は，少なくとも,この物価の上肖にともなう労働者階級の也活条件め低下に起因 

しX いることは疑、え な 、。 1910年，水夫と波止場労働者がストライキに入り， ロンドシ港の機 

能をとめた。こうした状勢に刺戟されて'，マン♦ エスター， リヴァプール, ! r •^ズおよびその他の 

大都市において非公認の大ストライキが敢行され, 1897年以来の大攻勢となった。

「産業-上の大不安J とは--体何であったか。 鉄道従業員， 運輸労働者および炭犹労働者の絲一行 

動ともいうべきものが中心となっていたという歴史的事実からするならぱ，こめ運動の推進力は, 

craft imionではなく，主として不熟練労働者を主体とするgeneral unionが産壤別組合との統一*

注 ( 1 1 ) この時期の物価上ダむこついて，A . L . - t -トンは，つぎのように示唆的にのべている。ri895句:と1900年めあいだに 

物価の急速な上3̂ 1があり，.これは1900年から1906年まではV、く分ゆるやかに，1906印:以後は魚激iこなりながらつづ 

いた，*1895年に労働者階級の主婦の手にあった20シリングの購買力は，1 9 W には，18シリング5 ペンス，1905年 

には17シリング11ペンス，1910ギには16シリシグ11ペンス, 1914年には14シリング7 ペンスに下した i < と見辕ら 

れてきている。 ’ :
この物fllflキ昇には、<つかの理由があったが，その第一はたぶん，ランド金鉱脈（南ア速邦トランスヴプ一ル州ジ 

S ゥハニスIシ—グ付近の山背地の金産地）の発見につづく巨大な金産出量の増加であった。もっとも鋭い撤加のあゥ 

た 2 つの期間は，同鉱脈の* ^ の発思のすぐあとにつづく期問と‘トランスタ/一ルの征他が効力を生ずるまでになゥ 

た1905年以降の期問とであゥた, ということが注目されるであろう。すべすの大弥国の軍事支出，国税の増加し独ほ 

の全般的発展,，これらはすべて促進的§1;因であったj (A.L. Morton, A  People's H istory o f England. 1968, London, 
i U ：，荒川 . 浜材他訳rインク'ランド人民の歴史j ) , 未来社, 1972ギ 421頁，

A.L. Mortonは, この時期め物価上界の主要な原因を，金鉱脈の発見に帰し, . 独 tGや审ぜ支出をその促進的要因て' 
あるとしている/ T，，問題は1̂ 1純ではな'̂ 、。19|11：紀末から, 卸うg物価が，各国ともに急速に上昇し,これに揪響さみて 

小究物価も次第に上タ7.ぽ向を迪ゥていることは，統計の示すところである。いうまでもなくこれは，好況局而におけ 

る物flHi上評斯因が含まれているが， 、し不況局mにお、' X も，物価{£落が，本来1£下すべき水準まで低下しな 

かったことと，それれ独aj価格の形成と密接に力、かわっていることが窺われる。 i の点について，僻盤政治教授は力 

ぎのように指摘される，すなわち，1 8 9 nルら 1914年までの時期における物価の上界の一般的® 向は，r経済的好況 

の結;3もというよりは，むしろ独占-価ド形成の紹果でもったからである，しかしそのような物fllfi膀Wも通货の蹄買力 

を低下せしやるという点だ*おいては「杯-济め好況の結 [̂̂ 」としての物価騰貴のぱあいと同様で，その性格をいささか 

もそこなうもので'はない。このような，通货の購買力の低下（いわば通貨の相対価値り{£下）とインフレーションに 

よる r価格の族ま！:水準J の絶えざる低下(>.、わぱ通貨め絶知め価値の低下）とを混同してはならないJ (常盤政?f{び独 

段階J における価値法iWと物侧J (廣應義敏r経済学年報j i3 ,  1969ゴfi, 219H ) . ことで注目す- <きことは,ゾ通货 

の糊対的価値の低下Jという視aV/、強調されており， 力における独占価格の形成との関連にお'! ' X とらえられている 

，点に，镇者も资成でもる。さらにいえぱ，この r貨瞧の赋¥t力の低下J は，独占資本主義段I嘴にとべf c目立ってあら 

われる非生J密的人口の地大，常僚, Sf?嫁をはじめとして，商栗および流通業に勒く労働おの糟木とこれにともなう需 

要の増大と密接な海をも0 ている, すなわち，190的V  党，セイド . ジ3 — ジの予算は，人民予算 (People's
Budget)として知られているが, 労働者階級の压カにより，，この時期にイギリス社会政策は，1908年の老蹄金法 , 
190がi:.の職業紹介法(London Exchange A c t ) ,そしてIQllギには，健康保險と失渠ほ険^0厥ぎ-をふくむ国民ほ陵法 

(National Insuraneo A c t )が成立し, 社会保障支出をいちじるしく墙大させたととでf cる。なおこれとならんで， 

lOOQ îの職榮委_̂ 会汰 (Trade Boards Act)..および住港‘ 都市計iHlj法 (Housing and Town Planning Act), 1912年• 
の坑夫最低资金法(Coal Miners Minimum Wage A c t ) ,また1906がの労働争議法と労齒お災ilffe供法 (Workmen^s 
Componsation A c t )および‘学校給食?iHEdUcaticm—Prbvision of Meals—A c t )などにJ：ネ労0力者'袖;址政饿の|)/ぐおに. 
ともなう労働栽意識の向上, およびこ;^が結果としてもたらす旧緒の強化；̂1よざ货金上界などによ!?，瓶めミゆ が̂だ 

かまり, 物fiDi上針がみられたとに注意する必2(1がもる。なおこれについては, f イギリス資本主翁^^細提 

と伍说—— |:||!は嫌段階からホP柱教段陪へ一~ J, 版会，197坪 ，332頁以下#照レ

1

1

嫩ド， ザ,trせ中や'^!̂'が*ぬだ'ぜかどぶホがむ想セがだな滅̂拂 も̂̂
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. 独占資本ま蓉段陪における労働組合運動と労使関係, 社会主義運動と労縛！者政党

にょ !?:レはCや ざ な 努 使 跌 明 爽 爽 み う と し た 運 動 の 、よ,!);}殺おれるy  こ;？D .[産業iliめ大 

;を安J - まいてキ>れゎれは, Webb 未寧をゆ G; p . H, Gole; il^iiry： J^eHing,.為. Mortoft お 

ま み ち あ る '̂ ポ 会 llej> Hiitt 瑪寒タタ, .メお 料 通 お 網 ！;[突參を>：；1とができる、 -をれによ-
さ9op 梦m かかァルをや舍察■おもびフ;ラ>̂ ろ)^ <!( をギぃあ;、：《¥«瑜的な社会生義思想が 

.熟默 ] -はP や，き5 を̂それは， ^narcliisiTi_ 與合への*影攀; よ?；>̂淳透の結果として> ailarcho-
ダ 梦 働 ほ と  t て，ァラ v x f ^  'Vndipat", お《̂̂ ；̂ア イJ ^ あに:̂ ^いては，Uaboiir,union* 
が結成された。ごこホタタき？'"CJV、ヴ レ 命 的 ;^ & 余ぎ葬政党b  1̂ て,:;;DatiM  de：L e o nによろ:Xひ 

; .き•ぃられた.：「.ァ.:メ リチき会主赛労:P 党,」...-.(American Sopfalist, LsiboUr Party)::が結成:さ,れ .；ま，お労働組 

，タオ释さ.,_し.て.》...:，‘フ:.プさをを.托いf^.ゆ,:0，.『..'^:'フ’，ン:ス ’、や 轉錄 .同,盟J 、⑥。ね:fぐ脚atiQii>:(36fi6i'aK' dii .I'ravail),  

Z  メ y ネ辦ぎで ;は，、- 塵! ! き働 き 脾 Jゆ dvi咐 !れ1 Workere pf^the ;Woi;ia)ニM  ::生も:；t てぐ:ホ熟 

練および--.般労|勘者を主体とするgeneral s t r ik eの戦術を群!ネし:,--)^:の廣響はィ:ポリX にを波及で!
' - , パ‘ ' 、- 、 ■■ ,■' .  ■,'： ■'■ - ■, ..' r .  - .  ■ .-  . : - ‘ - ■；; /  . . .ベ. . . '  . . -ぐ- . _ ゾ ‘. . ' - . ' - ■  ' ■* 'け* ^ 、 ■ ' - -’ ，、 …  ' ' . - レ- . ，- ■ • ' - ■ -  ■■'

パネェ广ム.ズ ♦ヨメ- リ— （Jaittes C onrtolly),ジンぐムズ、ラさキジ6)Wnるs Larkin) I' ^ マン (Tom
t ! ? もかき<5：̂み 悄 き̂ ぎ 見 :じ, : ど;ま !^のVら̂ 娘 会 ま ミ ゃ ;途 に ょ づ .て、ィギリス労

li運動は本命的昂ぽをもたらしたというのである。いわゆるギルド社会主義の:i 論! > : とのよ5 な
V V 、，で ;：.；;.'-；：：, " ■  ■•，--ン.，:..パ：レ.--シン:̂- V- ：.--'' ；■ ■ . A,.：； lv；Lr：：l;-v̂ -■

.:ががの;^ >々で, 特殊イギ:リ的な士壤の」：1に生レ泣:ざたこあは,统分 } ^ 解でぎよ-うンもかしこの 

ネづ/ギ説辨i,.きと:し:"C夕f-ぼ的な夢囚から，. この迎励を很抛づけるものであり，これらの思想と,  

あの国の労働渾動が; : ^体どのがう.ぢ力、を ;̂ /り合いにあ:さ を 分 f c #さが!^ぜま:とがなけれ 

ぱ,;’％:到巧:も :いわゆみ/ 末不安l U P意味を现解する'^とができないように思，'う# もんこの時期に， 

しばL ぱ指網されをよ:^に, タ!) f § a s , r ^ ^  ^ ラ.！) 7 , フランス， ド;1̂'ッ:,:マ；̂:キ^リスある

法(12) Fonert /listori/ 0/  Labour Movement.tn {/,5,ん, Yo l , 4 . ふ"みよ。 - ベ .S ニ： .- ‘、\
；： 明 1職 1*^宋ヵホ第ネ次大購ホ!^かけて9 7 ^ ^ :ル7 グドポ働連動は,ク:主として，J a ^ s  Qo?in6Wy S  J i n i S L i i r k i n の沛

■ • 化にれうところが样ト ' « 1.の大辨J .と}!：,: _；;アイメヒランドを除 <イデリスにおける労働組合め本命的な殺ま

; りを一勉!に指すがが, マイルランドのタル.スプろトを中心ケオる機械: Cの運動力V  'このfiもrffc’m .、:ぜ紙した役割は，

t,L a rk inにょ.って翅設された述輪ぉょびー般

劫あ組合、(Tmnsi^rらゅ4 Ge助.！;ftl. ;Worl與 s’.:iÎ njon) Iも，ノ̂

. は ザ し 年 を う せ た 旅 そ の 取 も し .？づけ，.4 ざP胸 ;ゆ, 4 < ^ 支部.に加入してぃる10力.人以あめ組合員がもっ 
デ，' . - , ■：たと >、われる《.-.，--.‘:：.，,： . ；• ；,,-■： .；. .： ■ ■ ..:ペ ■ ；■ ； ；：：：'. ；■■.-. =；, •■' . '•

; : > プ/レ'ラ，- 幾^ 練職Aタ塊方クラプからW現し;-1 9 iit紀ごhぱになると,,イをグランドに 

た、タ民族斜ち遏とギ命 •をな熱博!^衣て欺吹され^ 大きな組合と:レてはん激記の般担☆あねみJもfflik粗布製 

，造エ祖合 (P}a3T Royめgra’ VnionXは, : : ぱルチン ,ド繊維労{g|者述盟（I制 1 Tはtilか;Wかl^rが̂̂
U  $  e ^ r 2 j f W « |( l^ .( C lo r ic a lm  7*ィか:ランド教员机合に加入しt いる?：キゐほか多くの

組合は，小说摸:ケ池力的な; . を ま > り,,；puWin  ̂'^ I f^ t , Coke,.かどに傲， る；>L; 1894.制 ii;‘，サ.'ギルランド労働 

’ (WBh Trade Unipn CJongresa)；が 雄 き ; ダイ.ノレラメ:ド労働兌と密接な関係を傲をレんConnolly
^ a r l < i n とは,::キもをアィかデボドや^ ^ ^ ^ !お^10?制 1̂迎動をに画期的な役割を， 1；̂お成义ぱノ卞1 ^ (^ ,19164p, 
ぷ 1 んがI界人®fe<p夢ナ，アプル.ラ'ンド解颇 

：; ' た，ごラしん斷こたいし、も  'イボHゾ、.の逆侧满あも大聚も冷淡でおった i'Co'rfft6nか^
：： りすぐれんで許冬K % :9 ‘:わ®?mサd .9巧矜 . ズ̂ ^̂  ̂ ま

' た;)fWCとしてはツi i サ辨rj‘ .コんリて，★热 1:̂ ^あ救ねホ：>̂ 目；:^リ:ズん」,::成城あ举経访学)^創な20虎尔記念論义 |̂$
側め1*15料り;)）がすぐれているぃマ,， . / . . -メ:ッ . : : . ’::.ビ.;：パ：；:.:'パリいド；̂-..… ：■

r ..— ^ ,  8  ( / 9 2 ) —

養ま® ぬ;, lu»&a&~g<aafeaMMteieaiMiiiiMrtttgiaateagaajia<a4aaaaaatoteabftttaiisjhagaiiAfefeiataa総aafeiiSafaas挪saafei>aaiaft&'asgeaii{K»ai‘,，a«a>t̂ yfeiia；»'‘aa.'afea；gホ;
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独は資本ボ義段階にぉける労働組合運動と労使関係,社会主義運動と労働者政党 

いは遙かに遠く明治30年代の白本の労働運,動にも,::;いまだか>0てない興常な飛躍と膨張め現象を 

記録しr 労働運勘の照姊ゆ;Cや:CVi完全な形で廣業別組合が出現したとすれぱぃをれを'もたらし

たもP はy:単に思想的な激動という9 でゆだくr それギれ:り国の内部にi:これを31?える根傲い腿き
. • ：

が|[fî 々; て惑じられを;;起V、:々 ことでなけれぱならなわ。： しレジiベ.： y m i : エ ‘ ： -■ 
すで^^タボたように, : . .ィ:ギ:!):クでゆ、鉄道従業員組合め産業別化値向は, : 団結権の嚴認，労働 

唤:間を短鞭,:i 労;(勘環境の改# な:らびを賞金ひ# 止げP 具体的な耍农を通じて,組織的な弱さを克服 

す る め 9 手辟:よして填求まれたのであ‘る6 そしてこの! ^ 向は, m o 鉄道従衆員めみ力:ちず,炭 

坑労働章ぉよび運# 労|勤者の場合にも同様，やをった。. 英国の廣旧.は, D u r h a m 知’ょびNorthum ber- 
1钱nd, Cleaveland, Scotland (F ife  and Ipnrpss),' South ;and N orth ：Wales;_ South Laliqashire .afid 
Cheshire, Staifordshire, Derbyshire and Leipestershirei South Yorkshire；の各地域>こわかれ:;Kそれ . 
を，れfP地域にぎ配地ホ "a 合 . (cQun# union>が存在し， £ れとならんで，主耍な共済的組合.お:よ 
び職種别組合が存在するとれう将ポであろら:、たムえぱ;^例をと:れぱ，Diirjm hi:には, I あの地力を 

包.括的に組纖するD,ui：ha巧;Miners^-,為ssocia^tipn'jが存.まする:あ ...同時12；これとなちんで,'.'主要な共済
' ひ4)

的組合および職鶴別班# が蒋在すをという状厥 t e をっ:た。:おとえぱ例をとれば , ダーラムには，

そぬ地タをぜ括 1̂̂をと組棒するダ:7̂巧ム炭坑き連擬(Dyrtmm: Eed^ation)力まをするr しか同

i mこら格為な！̂んで,:：ffi互弗済ビジ:/;ぶ機関士おけズr-ラ州炭坑機関出相互共同扶助連盟:(Durham 

をuj)ty:.，CQ)制 x;gngin明呼Vi|VI,i\tual ：A\d, Associatiori) か存在:.]jj,:;:，.相冗.̂5̂競合的関係を維持しながら * 

^"— .7ム，炭奸ま速盟メDu.rham:Cpか.0、v|料め:却 .?oc.iayqiか]:ぐ斜する。，.では>...:労使関係は, 具体的に.と 

のよ々 5^ヲでg お;}̂:も忍: もを1:をV 、,ダニ 炭挽夫；逃腐■ ポホ先よ労働煮との間の紛争にタい 

さ: れを他举r i n ::.-じ X u::.:、:て，：ドマ：；ゥ:;し y::。，:::  ̂ V:ご: : ニ :'-,

抵 倉 同 S 鼻 ま (ザ!?fe納 畔 軟 1 をよって：i:'.'レ ニゾ:'：ズパンへすが：‘ ニ<:ゾど

ふ映:Jiま(1̂ざ; 熟ギ、よ 取 に 仲 熟 よ :っ;:お:y: ；, ■： ：. •：：； P ベ，-:r,: :

( e ) 調 停 秀 鼻 会 (Conciliat.i6h, Boards) K- rt： y y X ： , ： ; : ： . ;'：；■ . ..：, ：：. ；, ,, . - ： .• ..，: フ . 【ぃ 

そし;^資9:解きすダきjinpんレては レ̂，，: .?is：v ：..'̂ ；； fe'-：；. ?. V- 二..、 -v e- v-：： : •'. ■ • -  '

-ゾ̂^ フをク-もポィ  ̂メホ̂ ^̂ スヶ̂ ^̂ ノヒネしくゆ奔能（れ6ゅ1ぜ jon>: ネ：を賃金决定の方或. ■：' • ぉ:

2 ) 成人労働者および少#の履用問題 一一…….…- 一: —— ........

W  .おrt著 保 レ ぃ 、

4 ) 組合® 金の支i_H方法 

. 5 ) 傷 病 和 よ 辦 放 め 1111題，. ，
KUJ..

,>i(14) Duyham Miners' As§o傘 tijm.:.が,...そ<5孤:iC状/導をすてて, Mine巧 ゆ 明 ゅ が :i(3i*る成，PHtoi n-に加入したのは,.
‘1斬明 ; もゥ/• ; :そは財かもぢ'J Iド爛 

. . ." 、客f 別ね合もI A , .驻5W ☆■'や時期!̂2；A o ：CV、かよきて*法_?をべ現まの廣求.が, -組錄の劍良をもたらした好例である。
. ‘ とれにゥぃそは,:，; B, iWoljbourne, The Miners Unions of ■Np'thtimlierlfynd find：DtirkdM, 1923, p /308-309 を参照。

-rrrr- ,9 (193) ；-— - j
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独占資本.お義段階における労働組合連動と労使明係, お:会主義運動と労働者政党

6 ) 愿ホ資任法（Employers’:Liability. Ac；t).および同法め1̂ ，正等々

D u r h a m全地区にわたる労働時問や慣茵の変更のような-^般的な問題'にかんしては, 一方に:おい、 

て，炭坑失，機関士およびコークス労働者によぅて構成されるダ*-ラム廣れ夫速盟と，他方におい- 

て ダーラム炭坑ホ:連盟を代表する'特別委員会，もしくは炭坑主の代表機関との問の交涉によってき 

まる。しかし労使関係をま配するものは，ダーラム炭坑夫連盟およびダーラム廣坑主連盟の双方か.

ら，それぞれ6 人の代表を選出して構成される合同委員会であって, 通常,州栽刺所判事が譲長と

なり，労働争議のあらゆる問題について，キャティング. ヴォ一ト.も握る仕組みになってい结

以上のように, 各地方の自然的,経済的および社会的条件の差異によって, ’労使関係の状況は複- 
雑で， 一概に親定することができず, 労働時間や最低賃金制, あるいは労働者め安全にかかわる炭- 
坑規制法の問題についても， 一大産業別組合の結成が魚務とされたにもかかわらず,この地方的狹 

腿性を克服することは, 実に容易ではなかゥた。最大の全HI組織であるMFGBでさえも, ☆同機械 

エ組合 (A S E )や合同大工および建築エ組合(A S C J)のようS t , 労働市場を全国的に掌握することが- 
できず， 1908 年〜 1910 年の労働組合報を（Report on Tmde Unions in 1908-1910)によれぱ，MFGB-

. ‘ . ' . . . .  (16)(597, OOQA)t ' ターラム炭坑夫連盟①ui'ham Mining Federation) (124, OQOA)のニ大速盟が夕オC , .これ,，

とならんで, Y o rk sh ireおよびL ah cash ireには，それぞれその地方組合? !存: していたといわれる。.
一般に, このようなfed era tio nへの動きのたかまりは,炭坑労働者だけでなく，他の職僮にも拡 

がってぃたことが特徴的である6 すなわち， 北部譜州繊維産業労働!^合遮盟（Northerii Counties 
Textile Trades Federation) (128, 000人)，統繊維工場労働者速盟 (United Textile Factbry Workers，Associ
ation) (144, 000人) , 印刷業および関連職極組合速盟 (Printing and Kindred Trades Federation) (68,000人) ,, 
木工労働組合連盟(Association of WoodSvorking Trade Unions) (80, 000人) ，'全国店員およぴ事称員連盟 

(National Federation of Shop Workers and Clerks) (58, 000人)， 般労働者全国協議会（General Labourers* 
National Councils) (89, 000人）および全®郵使および電信合同委員会（National Joint Gommittee of Postal: 
and Telegraph Association) (66,OOOA)などの紹成は,甚礎強固な産業別組合への志向を，示すものであった.
(17)
ゼ 、， とりわけ,炭坑労働者の場合には,その労働条件の劣悪,物価上昇にともなう生活条件の惠化，労 

働市場の分断的性格からおこる労働組合の地域的ュゴイズム，自由党との伝統的に根強、、結びつ

>王(15) .iiepwis from CmiMimmers, Impedors and others, 1892, Twenty-nim. contents of the Sirteenth FoJ. First- 
liepoH of the Royal Commission on Labour, Preface を参照。 .

(16) Fox, Thompson and Clegg, pp. 47わ9.
(17) Webb, ibid., p. 111.
(1の初期の廣坑労働組合出身の労働代翁アレキサンダー• マクドナルド):Alexaiiddr M acDonald)もトレ*^ス . バー- 

ト (Thomas B u r t )も，自山党員として括踏したLibs-Labsの-^爲であ.り， 1880；̂}i代，Keir H ardioが， スコッ- 
トランドに， 独か労働党（I.L.PVを結成した後も，自山党の影響はかなり濃厚でった/ 奨はとめように，労働5れ  

休货が，ほllr克にきわめて近似的でもり，労{動☆幹部や労働組仓総評厳会織全委爲会が, 制動朝5^权の★衆と遊 l i  
し欲らの要求をinwiからとり上げることが少なかったととろに, との r廣梁上の大不:安J め過^^ヤ, flM •̂ohO"Syn-. 
diealismの廣響が浸透した所以ではなんゥたろ うか。 これについてはなお，行,後めうもに明らかにきれネであろう,

Si, ...ゾ'み,■ニ，';;

10(194) ‘——



独占資本主義段陪におけ■る労働組合連動と労使係，社会生義連動と勞働者政す̂ :
などを51!：服するたあにも，ここに産業別組合の結成を急がなけれぱならない Ĝ：、然性があゥた。‘こラ 

した流れのなかで、，M F G B は, 1 9 1 0年以後， 8 時問労働制,最憾賃金制および労働条件と劣働還 

境の改善を求めヤ，巨:大なストライキの闘争に入るのであり,鉄道従業員および運輸労働者ととも 

に: 同盟の-^冀を構成し，「産業上の大不安J に大きな役割をまずるのである。

以上の劣•察によってほぼ明ちかなように, 鉄道従業員，炭坑労働者め組纖およびその労使IMU系は,
きわめて親似した性格を兑出しうる。 鉄道業の場合には, A S R S およびN U R が# 力を二分し，

そ'の下にいくつかの地方組合と多くの職種別組合が競合しこれを利用して,鉄道资ネめ労務管理

政饿が澳を打もこみ , その統一が分断させられ， しぱしぱ組合組織および労使閱係が一企業内にお

し込められるという状況であった。これに対抗するためには，他の大産業別組合との共同闘争に’よ

って，その狭溢さをうち破っていぐことの必然性が認識されはじめ，そしてもっともim係の深いj义 
(20) .

坑労働者との共同闘争が考えられをに至った。

他方, , 三角同盟を構成するいまひとつの組合である運輸労働者もまた，強 、ー般ま合的斌1̂>]を示 

していたP ,運輸労働者が， 角同盟の- ‘興を形成して，大きな役割を果したのは，この運勘を变え 

た一 ‘ 般組合の蓮動があっすこことが指摘されなければならない。周知のように, 1 889 年のドック，

ストライキは，独古資本あ義段階に連したイギリス，において, きわめて大きな役割を演じた運輸紫， 

ハ労働者のm 耍性を张く意識させる結果となった。従来，労働組合の組織は，あとして第2 次産業ヤ 

心であったの,に:反し, このドック，ストライキの勃発は，斑合組織の-律展め选を,き3 次座業，す 

なわちサーヴィス業へもIjfKことを意味したというととができる。独占資本主義成立は，應大な 

ゆ筋肉労働者の大群，すなわち公務爲事務員，セールスマン, 保険外交員，教飾,' 警察官,単人 

などの職糖の人々を生みMiすとともに，労働市場も支配する!£要な要因として,ゥップ夫妻のい

注ひ9) これらの請ぜ水、は, 廣坑央の填合，密接な旧係にibゥた。すなわち，劣® な労f i環境をもつ職場, とくに"atoiorimd 
place"，とゆばれて，，災谱の発生し蘇い場所な;どで働くタタ働者の賃金が, ’ 出来高払い(piec«-work ra te )でち，る，，と'ぐろ 

力、ら，これも*めぐ' )て紛争がたえずおこ.‘り,.日給制にもとづく r公正な生活货金J (a fair living' wage)の2?求が高ま' り，
. 回体交渉のJR要な議題，となったしかもこ:の贷金は，炭坑毎に照なり，：とくに,.’「おめ々みJ ("eonsideratkm")"の形 

で，坑夫の不我むなだめるためにおこなわれ.オこ惯晋も：調停き員会制度が各炭坑に定翁しはじめると' この''C邮 idem‘ 
tion，，を鹿il：しようとする炭坑eUと，これに反対する労働おの対☆.力*、激イ匕しこの間明をめぐ0 て，1910〜11年の[lij 
にしぱしぱ太な制Sが効発した。これはやがて，最低货企制と8 ip i j労働制の要举ギなり， 「大不安J の前躯をな 

し . 191がPの般低貧金制酌^ のストライキとなるのである（R. Page Arnot, The Miners, Years of Struggle, A  
History of the Miners, Federation of Great Britain,iitdta. 1910 onwardsX 1953, pp. 57-59.),

( 2 0 ) この r三角同ii ilj成立の货j;むこついては，すでに明ら力にしたように，この2 つの巨大な産菜別組合が共通にもつ

' imを, 共同脚ド/卜の形で克服しようとする伽而をも*?て'^、たが，同時に，炭桃資本が地主的色彩をおびるのみなら 

ず，その政饿がきわめてT o r y 的であり, また反動的であったと同じ程!庶に，輪送ず段として，鉄道業資木も-,との 

地?li的坑資木と密接に姑びつく /なにおいては，共通したものをもゥていた。このように炭坑資本と级道資本とのね 

密なは腐と攻勢にた、、して，傑桃労働者と鉄道従業員とは* 共同して闘5 必然性をもゥていた。そしてこの経轉から 

して，.こ(0 2 つの勢力はA nti-Toryであり，，従って. Pro-Liberalとなったととはきわめて当然であゥた。、ま.，して炭 

坑労働おの政治意識として, 根強いL i b s ^ v a t sの伝統があった。このよケな状況のなかで，T U C 粋部や労働党 

が，Iが !党政府とあまりにも妥協のを勢となり，とくに, タップ. ヴP i" ル判决やオスポーンの料決のような保力"觉 

t b # 威に対抗するために， Iぱ r l •政府にたいすを批判的態度がうすれ，その站果として，労働恶大缴のtlnlf觉にたい 

.す 满 は ，巢常な物M .b y / .を獎機として淡究し，産跟1てのr-人‘不めJ となったのだというぐとができる。

—— 11(195)
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- 独占資本主義段階i:こおける労働組合運動と労狭関係レ社会主義運動と労働者政党

:セゆる、 V y - ：；h J 木辨を辦辨■ 、りた5：を!^果:となっお。: I892年，

ぎ憐與食:̂；̂{»、も す そ 濟 爽 職 貫 パ 鄙 便 局 :》 a びその他の政府従業 

鼻のさまぎま, ; ^ .- tfら び 治 体 聘 襄 よ : 生命坪を外務員め間にゆ,ゾ労働組合組織の兆候とい 

うものは，ほとんギf 得も^ f>をあざ;ま:タざ:> ル 。:さ與! 龍な9 全国.商店員， 庫係おょび事務 

員合同玛合はけ19]̂ト̂ ^{^終 65,950务に ^̂ 、ど ま 與 1 年:、タ 4 .られた合同協同組合従業 

員組合も,' 1920年にまみをき食遇も00ぅ000人に達すを至々セ。:また駅長に改札係をふ-くも傲道 

: 移勝員協会は, : 1897 ストライキの後;^执第に増加しはじめこだとぱい

え , 1-914年当時42, 'fy X寒たダ!!寒務ぉ■£び警察官の組織の問もごめ当時お

''こクてきたの.'あるがパ微弱；̂程度に<?^4^ ：： ご ..ご ,：,■： ： ,ン::：}..：.:ジレ

とかし,: こ‘ X した状勢のなを;"C, - ^ 躲想舞^^運動ポ,傅発化してきた。:三魚同盟り.う'^で, : 全国 

，'運輸労働者速盟（National Transport Workers' Union..../；；:i^l^.NT'\yU,,と略称).il；,:1’もゥ.と'も姐織の弱い 

ものでもった。これは、！91 0 年にレミ6 ip:-.躲組[合/D集合体と:U て結成まれたのIであ;り，..そめな 

か；"?̂もっとも重要なとの4も 、ク イ ポアふ，y -  (William Th卸 e):めひきんドるガス労働者およ，び一 

^ 1 0 . 1 ^ (G^\yorkers and General Labourers* Union)> :ペ;ン.:•.チイ. : :：■トの:.ト3 ッrクジブ’波1H場..'...河岸およ-び 

ニ辨•を働網■'合 ..' (Dock, Wharf, Riverside - and General Labpur6r'g び.?、;，'リ:广，::ゴ，'=え，'リン、グ

タ を 、;^合 明 、ゆ けみ秀ぉI V^Jt L ゆ労働者組ま (Amalganiated Societŷ of 

.^at^man, Lighterman； and Bai-gfemenX '^^ ■p %, 7lQ13 年の終り頃には;f :その組合貴は;！⑧, 000:入を 

出/:̂かっ;f c ,  與 舍 体 0 相対的な弱さの原因:とじドは；まず第i-i：こ：

そ 比 !^)^浅 < v 遇■あ 啤 P 得弱な多く 台fO鋳缴rcjわる^ と、.第 1̂：に,::鉄道ぉょ例)̂ 

が得M 者グン比較的類似辑辨^ キダ政群をもち，を も

1̂ , J ^ W P \ル ゴ 身 類 似 な が ら も , やや異なった組S ，体質および政策ゼもづてい:^。： ；i；
は，: ; シン:，む ま イ の で ま り , : 自:ftl党の圧倒 

的な影響下に, 社会生義思想の浸透も:5 ゆるという複雑な状況のなかセ榮風しお従挺てドック. 
i< : rき.イ=¥を頂▲とする;熟與舍i p c D 発M おまえた理論的ま;柱を, 元的にマルクス主義に帰する 

見解がみられたが, こまを; ざ さ ::Toin ねn,::Bお :rねleいおit^^jT oiinボ rns^jt,ニ 
ルクス主義の影響を-うはるをゆU、先 。新組合S 励め指導に専心してI；ホ時代B v .社ま生義\]；りはむ 

しネ自)お 傘 ぎ ♦寧■ホをり,r 従っT , l i l :党1き翁 い近感をもいたレ ::それどとろか，新組 

合運動ほ, 社会j 嫌 皮 対 「自由^效ISIlT辦力、ち类ミあI s 肆★ うザをJpタざ。:^。.たもんぱ海員組
. . 、 ' . . . . . . . ' . • ,  .， ‘ ，： - . .  '■レン' , ' ~  ，■•''..，..一 - ' • ••■ ■ ' * ' *' . . . . ’， • .’’ .• . .  • • ' • ' .  '• ’

せぶ oamenV Union) タノ クイルツ、シ (HaVoldck^WiSny ぱ,.終 を , 生 教 に 反

对*タ觸與★とド'̂ '3 ホチこセ，T  [⑩ 义 労 癒 ハ ニ を Binpinghamのクラ.ッッ‘マンから描

注(ル W<?fcb,辟 ゆ , ド■ ‘シが ..:‘ ‘パ ：じ:ソ: : i K o ビ i パ ゾ ニ  ： r
(22) I^m vs in.Labour History, 1886づ 923, 6<Iit«d by Asa Brigゆ and Jolm SavlUd, 1971,

m i 9 6 ) ——



独占資本主義段階における労働組合運動と労使関係,:社会主義運動と労働者政党
^  (23)

導 を う う れ て い た で あ る 、そ: そ<p組織は,:きおめて自然発生的な形セ律展キるのか 

:され，各地運動 ,：とくにストライキは, ，地方組合書記の能力と精力にまかきれでい; デこあ,:iili方 

支部の消長はたえまなかった。 . ：V.-,: こ-レ : ベ； ：::.:

強い自主性をもつ地方組合は，連盟を結成すろことの困難となってあらわれ，財政的にも,初湖 

のうちは，本部にたいして，その組合員収入の5 パ一セントを支払うにすぎないという独立の状態 

にあり, 全S 的な# がおこった場合には， ロンドンおよび各地の支部が，組合員1人あたり+  

ぺ 身 ま 出 太 る こ :とに; ザち0  F統 行 動 J ：が守られためゃあった。：ロシ :K-ン支|!|̂め:占あき地位 

- はやめり大き < , 辑合晨裁^̂ ^よ̂ ^ ^の购段にぉいでも圧倒的が地位を保、 おぱふり.かン妹:’#の  

レ運営.は,'大; 1 ^ ン̂ドン支部に依拠レていたのである。.ぞじでThoriteを は め ，他cĉ ;5人も支 

:熟自の地; 熟行參具会をもたかい户ドンの組合;員>こよiっ‘て 速 ぱ も 、U ぐはefポ:から 

.逃出された執行ま貫によって監督されたのであるW リをう:ふだ地方執行委員会は； 世紀— liter 

き徵的デを.た,:費用矣傩i!:]Uれ.維r一行勘を;迅速にホるめに役立っ:とともに,::金組备を代ますあキた 

P 員 大 騎 V、辦タ，に4 度,，やがて:jt.2.年ii：-ユ度;^Vま状 ^ をもたらすこがとなれだL どとをセy 

，ぞスエの•労働妈■合ゆすデノレ,クタが娘イリンナビr:プルタ-あ (Eleanor:Mark)によV*t：指導ぎれ':とと

；̂ま義io夢響が; j s ^ j ：も:強からた:ご:どがうかがわれるガス：e 自体1' : # ®労働
  一   （26) ,

者であり， ドック労働者と密接な関係にり，一般組合として発展するなかで, マルクス主まるV
:、ど5^程度ホ參な"摩費を| 6 ^ ^ ^ ^かポ問輝となあう，ほ ::‘と ュ . こふ ■■■ゾい: . :、 ■ ■ -'■■■ 二,
パ- 以 ホ ら か わ れ わ̂れが眼ら?H 2：モさをi ：えはふ: 1 9 10：̂ かぢB 1 4 厂塵業

上 の 大 ホ な っ た ぎ :^周盟?)鉄道炭坑ぉよび運輸労働者は，相！:ユ般組合的な組織

を處ちん料述の蔣簿务择きがをも,;それギれ独自め個性と問題とを:もちレキ我らは:,組織内部セ

独自r 解決すををでちま :り? ^ :'太き.な困難を胚胎させ;て)/:、たとî 、うと:とがせぎネホあち: : r おか

ら-ニ そ に ^ 同廣を感立タせる？!とがで:きたの.である。.これを逆にI；、えぱすスそれもが共通もB

弱,き に , . . : ! 能であ- : ^ :えいえるであろうよ：: すなわち, 財政的な基盤め薄弱さP 地方& 合

ないしは職種別ュゴイズム , . および理論的不徹底ふすなわち; : 方において，.社会至義わ影響をは

ぱしふをけながら,7、他方^^おいカ自.由ゾ:労纖派り指導农うけ, ;それと同じ政策を追求すネセ\；、ホよ

u\Tyi\

注(23) H.A. Clegg, General Union in a Changing Society, A Short History of the NcUioml Union of General .and
'.̂：vy,：m m u m  1889-196^ i)： 7； ̂ ' : : ね ふ  i . 广 レ '， - . ' : り ’ て ，‘ . - ;

みおザ Clegg, ibid.i p. 2^ Chiishichi Tsuzuki, The Life of. Ekanor Mar^, 1855-1898, A Socialist Tnigedjf, 1967, pp. 
j , ；t^ -1 9 9 ;：; yV： み-.X::ん’ゾ ニ ニ ^̂̂ ■' ミ’に;:、.，':‘ ‘] ' ‘:ェマじン1

( 2 6 ) との点について，Hobsbawmが，つぎのようにのべているのは, この問の̂ |̂ 情を説明するものとして，考にナ£ ろ' 
,;‘ ，う/ : r多くの給廣まは, .灌業め規則的, ‘ 牟節的fe换もしめしお。冬は力;;<:±破夏には懷冗± 場んV、すのが; i t -  
ぬものではな力Vりだとはいえ/ も0 とも通常- ji、れ ら う 1>で/! すぶんな，（奪だ0 ’fe-障 を （S ‘J‘
；Hob&bawnti Xatd̂ Krî iff Men： Studies in  the History « / ‘/ia6()M?，r i9 0もホ''プズポ.レム’，. * '永i)|:赛雄訳•'ィ 

ギ1>ス労働史研力!J , ミネルヴァ谱鼠196がP,…r a -メリテシめガ3^労働乾 18 7 3-191もをもよ。，

\ z ( m )



独t̂ '資本主義段階における労働組合運動と*労使関係; 社会;k義運動と労働者iか!し 
うに，三/ 同々iiiiは，一般組合な\/、し産業別組合め強さを象徵するものではなく，弱さの；1̂!：服をri指 

すものであったように思われる。そのような：® 解に立ってはじめてわれわれ]も r鹿業上の大不あJ 
め意味を理解することができるであろう。 f

( 3 )

通説に従えば，1911勾ニから 1914年第 1次世界大戦勃発までの数年ザぐ，イギリズの労働界をSftっ 

た•■産業ふの大不安Jは，折から，急激に上昇しつつあっナこ物価の騰貴:と奨質賃金の低下を货景としす, 

労働者のストライキが爽常に活発となり， とくに, フランス， アメ D 力合衆国およびオュストラ 

リァの請国から流入してきたSyndicalismの理論が, イギリスの労働界影響をあとえ，やがてこ 

れが，O w e nのイギリス労働運動における役割の再評価から，「産榮の管理J (.Workers，Control in

'industry’）O 思想となり， ギルド社会主義の運勁となって，. crMt unionism，に対抗.し.で，general
(37)am ionおよび industrial u n io nの思想を鼓吹することとなったという。しかしとの観点は, 1910ゴ[こ

代の異常なストライキの勃発と，その後における産業別組合の.発展を説明するものとしては,きわ 

めて説得力に富むが，しかもなお，つぎのような点で，板本的な解明’としては，疑問を感ぜざるを 

えない。

まず第一に，1910勾がにの鉄道従榮_^や炭坑労働者の産乘別化値向は，こうしたァナノレコ，サンデ 

イ力リズムの影響の結果，おこったのか，それとも産業別化斌向がいちじるしくみられたのち，サ 

ンデイ力リズムの思想'的な影響があちわれたのか，そのいずれでろうか。そしてきニに , もしサ 

ンデイ，タリズムの影響かあったとすれぱ，それはとの産業にもっとも強くあらわれたか，そしてそ 

め必然■(生は一体f"Jでまj>ゥたか，そして策三に, . このSyndicalismの影響は, ' 何故に,.'.第.1 次大戦の 

缴発と ,ともに急速にまえてしまったのか，これらのnn遊については，未だあ分と答えられていない 

ように思われる。ストライキ仲数が，急激な勢いで増加したのはポ实で，このような ス トライキめ 

頻発と三角同]H1とは，どのような係にあったのであろうか。

鉄道従業]>れよ, 1871年に，Amalgamated Society of Railway Servantsに組織され,，いくつもの 

.身分上界的な職種を包括する雑多な労働者をふくみ，労働者の職都r；i身のなかに階級性がみられた, 

.そのなか；6、ら，kな気機関およぴ火央述合組合(Associated .Society of Liocornotive Engineers and Firemen) 
がわかれ，他プ/ , 1 8 8 9 新組巡励の運動の债4 ,に, 低賃金の錄道従業員をポとして, General 
Railway Workers’ U n io nが姑成され:̂ぐょこの鉄道従業員の進本的な要求は，従来の経ききの態度

( 2 7 ) 通，说は，. ゥきの奪illのなかに明らかにされている，，G‘ D, Hi Cole, A Shoyt iHstovy of tk  ̂ Bi'itisht Working Class 
Movement, 1789-1949, New edition., London, 1̂ )52, p. 321(Syndicalism-Industrial Unlonism-Gulld Sowallsrii)； 
A. U  Morton and George Tate, The British Lcibom- Mmment, 1770-1920, A History, 1956, Undon, p. 2331f. 
Henry Pelllng, A History of British Tfade Unionism, London, 1963, p , 136 ff.

U {198)
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• 独 資本主箱段階における労働組合運動と労使関係,社会生義運愈と労働者政党
. 、

が, まったぐ労使関係を7i走するはどの, いわゆる廣制的労使関係で，労働者の団結権や正?;びiriai 

体交渉権を認めていないという現状から何よりもまず，I巧紹権および団体交渉権の獲博を中心と 

して，貨金のひき上げ, 労働時間の短縮ならびに労働条件の改善にをの焦Aが，ふでられていた。-  

方, 炭坑労働者は,.最低賃金制の要求がたかまり,独立労働党の影響も強かづたところから，「産業

^  in J (Self-governm ent in Industry)の思想かもっともA り易かった。従って廣坑労働者の産業ぜ組> ' '
合運動への傾を4 は, 多分に , 生産過程を掌握しやすい炭坑榮そのものからも,きており，従ってその 

後'，三角同盟の，I4心として，献身的な努力をつづけるのみならず，それ以後，1 9 26律のゼネラル，ス 

トライキに至るまで，たえず先進的な役割を果したのである。その意味では， 此archo-syndiealisni 

の影響は， iiJi坑労働者の問でもっとも顕著であったといえるであろう。 しかし他方， 彼らの 1910 
ゴがたの闘^^をみると，そこには色濃く 8 時間労 f i 制や最低賃金制の要求が，連動の主要 0 ぽとして 

表面に出ていることに注 !^しなけれぱならない。すなわち，炭坑労働者の場合 , 産業自治の闘牟!;！ 

■#きは,経済的耍求から発するものでり , その意味では,きわめて生活防衛的な性格をもっていたの 

•であろて， これが, ホ命的社会：;II義とどのような関係にゥたかを明らかにすることが必耍である。

他方，運輸労働者は，社会主義の影響をうけたとはいえ， Syndicalismとめ関速で注目すべきも 

，.のは，ァイルランドの運輪労働者であった。ァイルランドの労働運動は，イ¥ リスの運勤とはほと 

.ん，ど関係なく， 地Iざに集中，し，とくにジ；C .ームズ.，コノ ’リ 一 (James Connolly)とジ:c ームズ 

，ラーキ.ン （James Larkin)によって建設された運'輸，お'よび一般労働組合（Transport ami General 

Workers, Union)は，ペルファストを中心としてたくましい発城をとげ， 1913年には， ダプリンに 

おいて大規模なX トライキを敢行し，本命的サンディ力リズムの影響が濃厚にみられたのであるb 

.この.2 人の.卓抜な指導:者の影響下に,産業別組合への志向を理論的に基礎づけたァイルランドは 

別として，イギリスの場合には，こうした草t(|r思想が，組合組織の变iYiをおしすすめるという傾向 

よりも独占費本の変貌にともなう労使関係の级;化が，産業別化倾向を促進し，そのなかで,闘争的 

:な思想としてanねeho-syndi(?alism ,力';求められたの力、，それとも，このギ命的思itpが,’産業別化を 

促進したの力、，そのいずれであるかが問題となろう。いずれにしてもその根底には，独占資本の侧 

，における.资本の保中および集積があったことは疑いえない。1910年以後，跌道業においては合併吸 

4义がすすみ,，競# ほ排除され,また運輸寒における集中は，1890 年，運輸業速S3 (Shipping Federation) 

となってあらわれ‘货物運輪においても，1912年には， Cartel* Paterson, London Pareei Delivery

'Company, Beams Express and Pickfcwfds，の間に，著名な合同(amalgamれtion)が行われた。また石议
.

.業の場合には，.D.Ai Thomas's Combrian Combine力’;， 1 9 1 1 .までに，，炭坑，鉄工所などをま配し:
(29) •

.たといわれる。 ,

注(28〉 Webb, Ilistw y, pp. 472-474.
(29) Asa Brings, and John Snville, iSssays in Labdu)' History, 1886-1923, London, 1971, p. 96 (5. Philips S. Bagwell, 

i'he Tripple Industrial Alliance 1913-1922).
一-一 15(i 湖



I
I

i

s

ン. «̂̂>̂»«-»a■*̂ â «̂ ea«BMh«Rm«8â M̂̂&̂eaaBgiĝ aBeaBgê eaL数送AiaiiMtOTW[̂pnff1ffinl̂。Fw ns'rwi m finvmsfii raBgasaggiaaâ sttBieftaâ afefiswtfa
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独占資本主義段陽における労働組合運動と労使関係,社会主義蓮勤と労働者政党

以上のよ;をを, 鉄道, 石炭業および運輪労働者の各労働組合は, 資本め集nトおよぴ集積の促進め 

T をを, 次第に•そわ組織を， 業別組合もしくは巨大な■-般組合に編成することを余儀なくされあと 

ともJ;こ，とれらの産業が相互に密接に関速するところから，^ っり組合がストライキに大；6 ことに 

よらて，他の産業の労働者が仕事を奪われる結果となり，たとえぱ铁道従業員は,鉄全社と争議 

f f為に入ることな.しに, 雇用が中断されることがおこりえた。.1 9 1 2 こ，全■的なお炭タ> トラネギが 

行われた結果としてぃ終:道従業員は雇用を断され , . またその逆もありえたのであI !そめ結果と 

して, ‘，失業労働者の救済のための補償の支払いは應大な金額にのぽり，組合基金め潤截という現象 

が：も衣らされたのである。それぞれ共通の体質をもすJ*ながらも, そのn 標を異にする兰の職植が , 
i g i 4 年, 世界大戦Q 勃発を前にして，この底史的な統一行動をとりきめだのは, ; とのよう於背t を 

もってリ;>たためであを。 ：. •  ■ -ン： V … : '■ ’ ;ゾ
以上;{C•.みるi う.に,..:石炭 • 運輸, r 鉄道の三大途業部門を結集する，‘O nefiigU nion’，、一*大産業別組 

、合速合体としてのま角同盟は，「産業上の大不安J めなかできわめて重要な役割を演じお&とが鎭 

われる。) : IUかしそれにもかかおらず, / この同盟の事契上め結成が, 1 9 1 4 ；' ^ ^ 第 1 次世界大戦#堯 

摩前にあた:っ:てV、るところから，こわ三角同盟の運動が「大不安i め決定的な耍因モた )̂ 【g う 

かは, : 問題どいわなければならないむしろ, この ‘One^Big Union，め蓮動を構想する過惶で,，右 

廣，運輸および鉄道労働者が，それぞれ, 各個別々に义トラィキにかり, : ザ;^ホあの醋ま ^ t e i i  
したと考える'ことが正しい。. それは, 具伴的にはどのような形をとぅたのであろう:か。 1ね] : 〜 12 
ギにかけて，ストラィキ：行動がもっともはげしかった時期の争議をみれぱ明らかなように，重大イ匕 

した♦議の大部分は, お炭, 鉄道および運輪部門に樂巾いるどどが印象的である。: マ フ.
, 1911年 7 月下旬からお^1ゥた|̂ヤドンi ドシクめ!^卞ラィキはV 従来6乂シみめ時間縫にたい 

して:ひき;上げを要求'し，:’'雇主 '(Poft/'Aiitliority of .fcoridon).:は'7 ぺシスめ支ゼふ，、をもって答えたが, さ. 

らに8:ぺびを要求するとん>；う貧金間題を心としで争おか§ てまたこれと向じ暗期に;:蓮輸業の. 

大規模なストライ. 行われ,，P ンド:ン，.ペルプ'ナスト， y ストル广ガ— ディクンダプリ:^:」ゾ、 

ル;,/，リガプ.:プ.一ル，:，.マr/.チ：li.'スター，ニ:ユユ’一キヤ'ツ=スル，'..ニ ;X'— 7̂ ン̂ ら ..ミ，’ ドル义ボロ一，サ X  

，ィミ:一ルズ，スワジろィなどのイギ .! )ス全土の主ぜな港に掀がり: , 運業速盟は ;ス ト ラ t) 0  

き入を企図U たは.どせfcc)おその争譲の原因も賃金問題セあらたが，メざ乂ク # リヴァ:一ノン 

およびグール,(Gooiも）においては,:：ストタィキめ過程で，石炭荷上人关がi ¥ ザンプトンでは荷續 

下し人失 (stevedores)力を加し,じ港の機能はまりたく麻傳する:i：レ、う事態がおとづV i /とのX f f t  

状勢めなか.で, 運輸業連盟は,凍ま商人をはじめ,破損し易い商品_を扱う業箸の庄力にX っボ船あ

が苦境に立たされるという状況の下で，固賃ギの設定を主とする魏步により，？Jf態の拾収をはか ' 
注《30) Ibid., p.98. • , ■'；„ >>■■, .；. r; ；i；；. - ■ .

. ( 3 1 )  E fm m ist, August 5 , 191I.(pp. 27&^6), Thp.strike at tho. London-Docks (pp. 275-6). August 1 2 .1 9 1 1 ,Tho 
Strike and Its consefjuoncea (pp. 324-4). '''パ.:、' : . : j • .•?.■：；；マ:パ：’，- 、'.'
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独資本主義段階における労働組合速動と労使関係, 社会主義運動と#働者政党 

ろうと努力し各港の船主に妥紹を勧告す:^とともに，その固定賞率によって損失を彼ることが明 

らかとな。た業者にたいしては, 運輸藥速盟が補償:するという条件の下に,'大体において，労働者 

侧の勝利に終った。とめ運輸業の争譲に，多くの職愈が同情义トラィキに入った。とくに波止場労 

働者および鉄道従業買の動きのはげしさが，syndicalismの思想的影響があったと考えられなI、と
(32)

ともないが, 必ずしも明らかではない，

これとならんで, 注目すべき等 譲̂は, 同じく1911年めァィルランドめ鼓道ストラィキ， およ 

8 月かち10月ま力の間に1 断続的に行おれだ鉄道業員のストラィキであった。 その原因は， お  

ァ戦♦ 以来, 10〜15 /スーントも生計費が昂騰しており, 労使開係は，すでにめベたように近 

代的樣相をおび, 貧金および労働祭件の改は, いもじるしくおくれていた。それは, ひとっには,,
/ (33)

調停委員会’ (board of conciliation)の機能が十全に作用しなかったことにもよっている。’

， しかしながら，イギリス労働界を文字通り霞憾したのは，炭坑労働者のストライキであり，この 

太争譲たそ， 業別労働組食運励とァナルゴ•サンディ力リズムとの密接な開係を示唆しの't?あ. 

り,,それは, 1912年 2 月初旬からはじまった。 主要な目標は，最低質金制であり，延/ィ4 月初#  

まで続き, そのうも， 4 週間にわたる全国的ストラィキは，100方人もの労働者をまき込み, 炭坑. 

夫最低貨金法案(RJiners* Minimum Wage Bill)が上糖された。炭ね;夫はこのため}■こ約600方ポシドの 

賃金を炎ったといわれる。この大ストライキが，鉄鋼業をはじめ多くめま業にあたえた影響もまた 

深刻な'ものがを) ◊ た。.「産業の大不安J は， この石炭ストライキを頂点と.して， もっとも決定的な

段階に突入し，炭扰労働者の!ii動こそ，syndicalismの肥沃な土壤となったのでおる。
■ . .  ' ’ . . . . .

サンディカリズムのイギ Dスへの影響は， まず， グラスゴウ， アメリカ合衆国， ベルファストお

よびダプリンの問を往復したJames Connollyに鼓吹された産業別組合主義としてあちわれ，Daniel- ■' -
de L e o nの思想を普及させることによって，1903年には社会民主連盟(SJD.F.)を分裂させ,ァメ 5)

、 (34)

力社会主義運動の影響をうけて,新しく社会主義労働党(Socialist Labour Party)が結成された。 と 5 

した運動のなかで，.Connollyや Larkinとともにきわめて注目すべき役割を果したのは,.Tom Mann 

であり，彼は, オーストラリァ, ァメリカを巡て, 1010年，帰国し, みndicalismを英fljにねえ

た。.... - ；'.. . ■ ■ .

他方， 戦關的なマルクス主義を信奉する学生および教師を主体とじて， ラスキン♦力レッジ
\ . - ■ ■'. . . '  (Ruskin College)か ら 分 れ た セ ト ラ ル ♦レ イ バ ，力レツジ (Central Lfibbur Collego)が， 1909ギに

建設きれ， 労働者の教育と群蒙のだf動にのり出し， また Tom M a n n の主宰していた月刊雑誌,

注(32) Ibid*, EcOnOrtiM, July 2 9 .1911 (ppi 226-227), The Strike in tho Shipping Federation*
(33) Ibid., August 19,1911 (pp. 370-371), Strike and Rtiihvaya, Aug*. 2 6 ,1911 (pp. 416-418), A Survey 6t tho 

Strike tvnd the Settlemont, Aug* 26 1911 (pp. .418-9) Strike Damago and Protection of Property.
(34) Kerr Coates and Anthony Tomphan, Industrial Democracy in  Great BHtain—A Book of Readings and 

WiinesscB for Worhrs* Control, 1968, p .10, Industrial Unionism and Constructive Socialism.
~  17(201)
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独占資本主義段階における労働組合運動と労使関係,社会主義運勤と労働者政觉

(35)The Industrial Syndicalistを通じて, サ ウ ス ，ウ :n —  ルズの炭坑夫連盟に影響をあたえた。この
■ , I

ように， とくに炭坑労働者に，Syndicalismの影響が強かったのは何故であろう力、。何よりも识坑 

労働組合内部に，官僚化した英H 炭坑労働者連盟の指導者たちにたいする不満や,地方組合にその 

指導権が分裂している組織的脆弱性にたいする憤適と， 一大産業別組合への強い期待が， 産業別 

組合によるゼネラ ル . ス トライキを高唱するSyndicalismへの熱狂となったと考えられよう。 当 

時，ィギリス労働党は，炭犹夫出身の議員を多く擁し，また労働組合総評譲会も，体制内化した巨 

大な熟練工のクラフト •ユニオンの利ねを代表する機関と化していた。ボァ戦争以来，次第に低下 

する労働者の生活水準にたいして，何ら有効な手段をとりえない労働世界にたいする反抗として， 

不熟練労働者の憤避が，きわめて御[勘的.激発的なもめとなったことは，よく理解することができ 

る。

もちろん，炭坑労働者が，はじめからSyndicalismのような力に命思想をうけいれたわけではなく， 

政治的には，炭坑地帯は，自由党および保守党の票fflとして，両党の角逐の場であった。 ヴィク, ト 
リァ期の英国においては，炭犹労働者の政治的甚盤は圧倒的に自由党左派であり，19世紀全体を通 

ずる政治の脈絡のなかで，炭坡労働者にとって，自由党は, 特別に魅力ある蒋在であった。’それは, 

主として宗教的な理由によっている。とりわけランカシアおよびスコットランドに多かりたローマ 

• カトリタク系の、ァイルラソ ド人を除けば，熱烈な信仰告白に燃える炭犹労働者は，大体において 

非国教派であった。アングリカン教会（Anglican Church)は/ 鄉純，廣坑所有者を含む土地所有者

および富裕な人々のためのものであったし，また保守党はこのアングリカンを支持していた。 しか
(36)

し, 大体において労資双ガともに, 自由党を支持していた0 従って，自由党を「時代遅れJ として

攻撃する社会ホ義者に，労働者が異常なまでに反撥したことは充分に考えられる。社会主義に反対 

どとろ力、 ラン力シャーや サウス，ウ ルズにおいては，収入の減少をもたらすという现li：{で，8
(37〉

時問労働制にたいしてさえ反対が多かったといわれる。自由党にたいする支持は，まずm -*に宗教

上の理由と，つぎに自由党が，保守党に対抗して，坑山規制法などをはじめとして，労働者立法を 

め容とする社会政策に熱意をもっていたことによっている。だが 19世紀末になると，M F G Bの彫 

響により，社会あ義が浸透しはじめた。1899句こに，労働机☆総評議会が,社会主義的な要求をもっ

注 (35) William a lie nは，つぎのようにのベている。f■逆紫別労働組合運動は, 労働者附极の社会主義でもる。それは， 

機械の偉大な発途とこれにともなう摩業の細分化および単純化によってはじめられた諸条f!:と対抗できる労働老階 

极の組織の1#-^の論理的形爐である. 産業別組合主義者は，ひとつの座芽iのすベての労働:•，☆を，ひとつの組合に統 

し，そしてそれによって，日々の賞金闘♦における最善の紹果を獲得するのみならず，また1?金奴謎制からの解放を 

実現する1;1的をもって，あらゆる産業組織の完全な協力を確立しようとするJ (E. J. B. Allen. 'Working- Class 
Socialism*, in The Industrial Syndicalist (Ed. Tom Mann), 1910,

この;]£張には，途梁別組合の運動が，货金奴錄制からの解放をとな;t て, 仏-制il;ホの思想がふくまれているのを知 

るととができる。 •
(36) Roy Gregory, Tlie Miners and British Politics, 1906’ 19M, Oxford, 1968, p. 7. F. Bealey and H. Polling, 

Labouf and Politics^ 1900-1908, 1958, pp. 3-5. ，

(37) Iloy Gregory, ibid., p . 17.
18(202)
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て汰譲を行い，やがてM F G B は，労働党に加入したことが注目されよう。しかしそれは, g 由党 

との関係に何らかの愈裂をもたらすものではなかった。自由党との結びつきは依然として強固に保 

たれており，タップ，ヴ:n —ル判決以後の状勢も反映して，反保守党という形で自[i{党に接近し, 
1 9 0 0年， 労働党の前身ともいうべt 労働代表委員会が誕生した後も， 炭坑夫の票の.非常に多くの 

部分は党に流れっづけた。

I884〜5 年の第 3 次選举法改正の結果,労働者の有権者人口は増大し 1911年，迪合王国の登錄 

された有権者数は， 7,900, 000であったが , 、実際の有権者数は,成人男子労働者人口の 5 9パ-*セ 

ントであったといわれる6 当時，選举権をもっ炭坑労働者数は，470, 000人であり， 有権者 100人 

について炭坑労働者はマ人の割合ガ、,そのはとんどが労働組合員であったことをみれば,組織寧の高
(40)

さをうかかうことができる。このように, 豊かな票田としての炭坑労働者は, 今 ILI:紀初頭から,自 

由 ，労働両党の相#■う地盤狼得の対象であり，M F G Bは労働党に加入したとはいえ，これを全面的 

に支持するものではなく，政党支持の自由が守られていたということができる。M FG Bをま由党の 

举響からひき離し決定的に社全主義への方向づけに貢献したのは，ロバ一ト• スマイリー（Robert 
S m illie )とケーャ. ハーディ（Kdr H ard ie)であった。社会虫義運動の草分けともいうぺきスマイリ 

一は, 1 9 1 2 年にはM F G Bの議長となり，連盟と労働党との関係の改善に努力した力V  M F G Bにお 

ける自由ニ労働の伝統は根強く，労働党からの度重なる抗議にもかかわらず，出身の労働党譲員は
(41)

労働觉に驯染まず，多くの指導者は，自出ニ労働服として生きそして弊れることを誇りとしていた 

といわれる。もちろん, . このような炭坑労働者をめぐる自由党，と労働党との政治的対立の関係は, 
すべての炭坑地帯においセ- - 様な姿をとったわけではなく，そのことは労使関係においてもまた同 

様であった。Derbyshire, Y ork sh ireおよびNottinghamshire .のように豊かな鉱脈をもつ炭田と，. 
L a n c a sh ireのように, 産業命の開始以来すでに， 長い期問にわたって掘りっくされた古い廣坑 

地帯とでは，条件が興なり，後者の場合には，労働時間は長ぐ， 貧♦は低かったし, また South 
W a le sにおいては，石炭: ;̂良質なため, 賃金が高いというように，ごま然条件の差興からくる制約の 

ために, 労使関係もまたさまざまであった。一般に* 労使関係がもっとも-発展しているのは，イン 

ダラV ド北東部，すなわちD u rh a m および' Nol'thumberlandであり，South W a le sは'最悪の状すま 

で，Lancashire :では, 賞金が劣恶なため，最低賞金制の要求が強く，労使関係も悪かった。 一方，

注 ( 3 8 ) この大会は, 土地国# f匕論をはじめ, 多くの社会主義に力、んする論謙や提案がなされているものとして, 目される， 

Report of the Proceedings 6 / the TMrty-secctid Annual Trades Union Cmgfess^ held in the Guildhall, Guildhall 
Square, Plymouth, Sept. 4th, 5th, 6th, 7tii,8th  and 9th, 1899, Published by authority of the Congress and the 
Parliamentary Committee, Manchester, pp. 49 (Christian Socialism), p‘ 5 1 (Land Nationalisation)を参照。

(39) B, HaUvy, JUstorp り/  the EngUsk People in  the Nineteenth Cenhcryt Vol  ̂v i .1961 edition, p; 443. and H* A, Clcgg» 
Alan Fox and A» F. Thompson, A Hislory of British Trade Unions $in€e 1889, VoL i , 196も pp. 269 ct seq,

(40) Clegg, Fox and Thompson, ibid., p, 468‘
(41) J. E. William. The Derbyshire M inos, 1962, p. 228. > ‘
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独占資本き義段階における労働組合蓮動と労使関依社会主義運勘と労働者政党

比較的豊かなD erbyshireセは，それはど深亥！!ではなかづた。 レ

以上のような找勢の下で，最低賞金制の要求や8 時間労働制は, 方にあ、ぃて，数かな地帯では, 
「経済原則にもとづく J 要求としてあらわれ，翁® な地域す、は，それは，「死活問題J と考えられた 

めである。Lancashireにおいては, 炭坑夫は自由*保ゆ両党に分裂しこれは同時に，統一繊維エ 

'場労働者速盟(United Textile Factory Workers’ A sso c ia tio n )という一つの組合に加入するラン力.シア

北東部の織工がま由党支持であったのにた\/、しその州の他の地域の綿勒績エが保守党であるのと
(42)

類似しているしかし，労使関係がもっともよく発展したのは* イングラッド北束部，すなわち,

D u rh amおよびNorth-umb^Handで も 依 然 と し て L ibs-L absめ伝統の根強い影響の卞にあ

りながら, 8 時間タタ働制およが最低貧-金制の運動を通じて，I L P および社会主義の蓮動が浸透し,
1912年の闕争は， まさにとこを拠点として闕われ，「産業上の大不安J の頂点をなしためである。

レt>かし興味深いことは，本命的サンディ力？) ズムの影響は，ことではなべ，，制的労使関係が支配

，し, 労働組合連勘もまた極度に荒々しかったSouth W a le sにおいてであったら

1901年めタップ . グ:n —ル判板と1909年̂のォボンの-判決という政治的庄迫を挑除するため

に，労働党はほ由党と緊密な協力開係を維持することが至lb命令とされ，それはまた保守党と闘う , . '  ■
ための統一戦線として，やむをえなぃ侧面をもっていた。 しかし， とのような労働党, T U G 幹部

およびM F G Bの現奨主義的な發勢は，たんえばSouth W ^ le sのように， 労使関係の極度に荒廃

した, しかも労働運動のはげしい地域では,労働者階級の利ネ,1 ミを裏切るもめで力るかのようにうけ

とられたとしても不思議ではない。anarcho-syndicalismの影響が，とりわけSouth W a le sにおい

て強烈であったのはこのような理由によっている。具体的にはそれは，全労働者世界の運動となっ
- .

たかのような観を呈したのである。
. ■ . . . , .W 09年早ノ< , トム• マンの影響の下にあった若い労働者のグループが，O xfordのRuskin College«

かち帰遺し,プレープス• リーグ（Plebs League.，.…平民同盟の意睡……擎者）の支部を結成し,労働

>主(42) H,ん Turner, Tirade Union Gfowthf StTncturc and  Policy \ A  CdyHjxiTative S tu d y  of the Cotton Unioji* 1952, 
.IX 360. Bealey and Frank, ib id ., p . 17. P. S. Bagwell, The R ailw ay Men, 1963, p. 201.

(43〉. The P kb s—Organ of the N ational Council o f Labour Colleges は, 190がfこにを刊された労!!!！者の]̂ネ蒙のための社 

会主韓的な雄誌であり，Rxwkin Collegeの す 役 ®!が綱されてぃるの力*、印象的である。その発刊第1 号の論説に， 

つぎのようにのべられていネ。

「ラスナン，カレジジは，自出のたの跳において21まな役割を果すi；とができるA 々をつく II{すのに，必要な機 

構をあ!たえる* . . われわれの究極な(immediate) ロめは，ラスキン‘ 力レッジを,' 労働：1®動の明確な與とすること 

でもる* とのわれわれの究極的な目的を達成するために，この運励の政的な支援およびその運動の,カレッジの執'け 

部へのより大きな化斜策を確保することでなけれぱならす£、、J (The Plebs, Organ o f the N ational Comudl o f Labour 
College, Vol. I. 1909-10 {Kraus Reprint, Nendelh/Liechtenstein) 1970. p. 4.

'その思想は，Sjmdiealisniであるが，條济学我.明らかにマルクス主殺である。:.た.とえは’,.:Un她ployment(p, 29), 
Kasy Outlin6s 6f Economic Science, (pp. 46-48, p. 66, p. 89, etc.)と くに，この No. 3(d. 89iT.〉には，Tho Theory 
of Marginal Utility v. the Marxian Theory of Value と週して， ル々クスの剩众-価fiむ:粥 ;}•め並族がIflj答風に説明 

. され，また，No, 5-Value, MWか, Price (p. 138fンをとは，マルクスr資本!)；j iの r商,はj にかんしで解説がのせら 

れてぃる(P.138). •マルクス主義の，努働迎動への浸透とぃうぶ't v この雑lifeの;/飾 ;な箱ね;^ぎぃ。なお，この時M 
の.Toiri Mann の に 'o いては，'Tom Matin'$ M em oirs をみよ。.

瑪ね ニ：:;ム;;



独占資本生義段階における労德組合運動と労使関係，社会主義運動と労働者政兌

者階級を階极闘争の理論をもって武装し教育することを目的として宣言しナX 彼らは非公認改取 

委員会（Unofficial Reform Committee)と、、う組織にょって，産業上め活動を開始し間もなくをれは♦ 

最低賞☆制を主雍するigiO年の， サンディ力リスト. よるストライキとなったが，SyiKlicalistめ 

廣坑業のための計画は，1912年に出版された‘The Miners，Next Step’であり, 要するにそれは, 

産業上の直接行勤を通じて, 労働者が産業の管理を達成することを意味していた。その敏術と,して 

は, 最低賃金制と労働時問の短始獲得のために徹底的に運動し，終局的には，雇主がその利潤の全 

部を失い，ついに労働者の軍門に蹄り，その産業の管理を，勞働者に委ねるほどにをの要求を強制 

することを意図していた。彼らは， 8 li条間労働法を獲得する,のに四半lit紀を要する譲会行動を杏定. 

し, 徹底的に産業上のゼネラル，ストライキによるべきことを訴えたのである。この理論によれば, 

社会改良としての最低賃金制の要求は，取命的思想としてのサンディ力リズムと密接に結びついて 

いたので, 炭坑労働者に強く能えたば力、りでなく， M F G B の方針にも大ぎな影響をあたえ, 1912 

年の最低賞金のための全国的ズトラィキのための理論的準備となった.のである。これは,完全には

勝利に達しなかゥたii.はいえ，いわゆる「直接行動J (‘direct action’） の最初の冒除であり， 「大不, ' '.■ 、 '
安」のクライマックスを成したのである。それはまた，労働組合の世界がrクラフト.：3•ユ オ の ，

理論J から， r産業別組合の理論丄 へ , 举純なストライキからゼネラル•ストライキへ経済的ス

トライキから政治的ストライキへ, そしてさらに進んで大衆ストライキにまで-発展すを前兆をみせ

たことを意味する。もし1914年がまさに， 極限にまで連した3 —  口ッパ世界の矛盾を,その爆発

寸前において世界大戦の形で解決したのであるとすれぱ, この鹿業上の大不安は,爛熟した独占资

本主義の牙城ィギリスの支配を，根底から揺り動かし, たんなる産業上の不安セはなく，社会的.

政治的な不安であったこともまた事養である。

く追記〉 この論文をまとめるにあたり，ネ学院経済学研梵科博士課舞大塚忠君は，「産業上の大不安J 
' についてのThe Economistの記事についての詳細なノ一 トを筆者に提供するという便宜をはかって下 

さった。文中の The Ecommistの引用は，専ら同君めノートによるも，のであることをおことわりする 

とともに，御好意に感謝する„ なお，今世紀サ頭の•■物価上界」の原因については長;友常盤政治教授か 

.ら贵S な示唆を服わった。重ねてお礼を电しのべさせていただく次第である。

. —— 1973. 2. 2 5 .深 更 一 一 （経済学部教授）
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